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1~．はじめに
21世紀にはアジアのメガシテイといわれる巨大都市が出現
し、世界の大都市の半数を占めることが国連人口基金で指摘
されている。このような状況の下で、開発と環境を両立させ
る持続可能な開発を実現するためには、人々の活動の結果で
ある社会・経済活動と、それを支える物的環境を提供してい
る自然環境とのバランスをとり将来に向けての計画を立案す
ることが重要である。つまり、アジアのメガシティが地球環
境に与える影響を少なくすることが21世紀の“持続可能な
開発”を実現するために必要であると考える。
すなわち､メガシティが発生する過程において表出するであ
ろう都市問題を解決していくことが必要になると考える。メ
ガシティと呼ばれる大都市における住宅問題､交通渋滞問題、
飲料水問題、廃棄物処理の問題といった多岐にわたる都市問
題が、途上国の発展に伴って急激な勢いで成長する大都市に
おいて発生することが予見される。これらの都市問題は都市
構造の脆弱性に起因する一方、途上国の社会経済基盤の脆弱
性に起因している。前者は社会基盤施設が未整備であること
により交通渋滞が発生することなどがあげられ、後者は個人
の経済基盤格差により安全な飲料水の確保が困難であるなど
の問題が挙げられる。しかし､都市が都市して成立するのは、
都市住民が安全･快適に生活できることであるとするならば、
都市住民の視点から大都市を評価することは妥当であろうと
考える。
そこで､本研究では人間に重点を置いた評価指標について概
観を行うこととする。
2．目的
近年ではUN唾が人間開発指標人間開発指標(HDI:Human
Devd叩mentIndex)､人間貧困指標(HPI:HumanPovertyIndex)
71
やジェンダー開発指標(GDI:Gender-relatedDevelopment
hd邸）を開発してきた。しかし、依然として途上国の状況に
改善が見られないことから新たに、人間安全保障という概念
を導入し、途上国の開発を支援することを行ってきた。
本研究では人間の安全保障について概念を整理するととも
に、計測のための枠組みについて既存研究の整理を行う。
3．人間の安全保障とその計測
まず､UNDPにより「人間の安全保障」という概念が提唱さ
れた経緯について概観する。
途上国の都市の居住水準が､先進国のそれと比較して極めて
劣悪であるのは、根本的には所得水準が低いことに起因して
いる。都市環境整備のための道路や上下水道などの社会資本
投資に必要な、国家や自治体の歳入の基礎となる税収が、低
所得のため集まらないからである。したがって国民所得を上
げることがまず先決で、そのために経済成長を促進し国民総
生産(GNP)を上げることが直接的と考えられた。
1961年、J・F・ケネディの発議により、国連総会は開発途上
国支援のため「国連開発の10年(UNDO)」を採択し、途上
国に年率5%以上の経済成長を達成させるため､先進国が毎年
GNPの156を拠出することを決めた。この結果、多くの途上国
で5%成長が達成されたが、同時に進行した途上国での｢衛生
革命」の結果、人口が急増し1人当たりの所得の上昇は、わ
ずかに止まった。
1970年の国連総会で決議された「第2次国連開発の10年
(UNDDH)」では、最低6%の年成長率の達成と、人口増加率
2.5%以下への抑制を骨子とする目標が立てられた。しかし、
GNPは拡大するにもかかわらず、国民一般の、とりわけ低
所得者層の貧困状態は必ずしも改善されないばかりでなく、
居住環境整備も一向に進まないと言うことが次第に明らかに


